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ChatGPT、学校だよりを書いてくれませんか。
ChatGPTに「小学校の校長です。学校だよりの6月号を書いてくれませんか。」と質問すると、

「もちろんです！例文をご提案させていただきます。」とあり、「暑さも本格的になりました。6
月は、様々な学習やイベントが盛りだくさんの月ですので…」と続きます。4、5段落で構成さ
れていて、A4の用紙に程よい文字数になるような例文を出してくれました。さらに具体的な質
問をすると、「オーセンティック、ウェルビーイング」の言葉も使い、校長好みの文章がどんど
ん提案されます。再構成して、出してしまおうか、と本気で思ってしまいます。生成AI（※）が
ここまで進んでいることに驚きを隠せません。

考え抜く力は「自律と探究」
ChatGPTによる学校だよりは、よくまとまっていました。しかし同時に、自分で悩んだり、

考え抜いたりしたわけではないので、「本当にこのまま発信してもいいのだろうか…。」と、問
いや疑問も生まれました。書き上げた達成感がないからです。
学校では、読書感想文、人権作文、卒業文集などの作文はもちろん、プレゼンテーションや

動画制作など、考えを自分でまとめ、表現する活動がたくさんあります。たしかに、ChatGPT
をはじめとする生成AIは、驚くべき技術革新です。しかし、AIに頼ることが、当たり前になっ
てしまうと、考え抜く力がつきません。これでは、「自律と探究」とは言えません。

G７（※）での話し合い
5月20日、ウクライナのゼレンスキー大統領が緊急来日し、平和を訴えるなど、広島でのG７

サミットは、世界で大きく報道されました。その前に、G7デジタル・技術大臣会合が開催され、
ChatGPTなどの生成AIの規制のあり方が議論されました。規制に対する考え方が、各国で異な
るためです。生成AIが出した回答は、プライバシーや著作権を侵害したり、フェイクニュース
・ビデオなどを生成したりして、社会や政治への信頼を損なわせたりする可能性があるのです。
しかし、どのように規制していくかで、日本とヨーロッパでは、温度差があります。日本は、

ChatGPTなどの生成AIの開発に、前向きな立場です。スーパーコンピューター「富岳」の活用
したり、規制を小さくしたりすることで、AIの開発分野で、世界からの遅れを取り戻そうとし
ているのです。誰かが傷ついたり、社会が混乱したりする心配があるのですが、立ち止まって
いては、DX（※）の分野で、世界にさらに差をつけられるかもしれません。

デジタル社会における善き担い手に
昨年度、「デジタル・シティズンシップ」の考えを子供たちに紹介しました。デジタル技術の

利用を通じて、社会に積極的に関与し、参加する能力のことです。新しい教育分野である「デ
ジタル・シティズンシップ教育」があり、「デジタル社会における善き担い手」になるために必
要な能力を小学生のうちから身につけることを目的としています。ICTを積極的に利用すること
を通して、これは本物（オーセンティック）なのか、皆の幸せ（ウェルビーイング）に繋がっ
ているのか、きちんと判断できることが大切なのではないでしょうか。生成AIをうまく活用で
きることで、「デジタル社会における善き担い手」となります。

自ら最適解を見出せる子へ「共育」
文科省は、夏休み前に、生成AIの教育活動での活用について、ガイドライン（指針）を示す

予定です。ChatGPTが公開されて、初めての夏休みとなる中、夏休みの宿題などに利用するこ
とで、「子供の考える力が育たない」「子供がフェイクデータを引用したものを信じてしまう」「教
員が適切に評価できない」「保護者が見守ることができない」などの懸念があるからです。
G7教育大臣会合が採択した共同宣言では、「学校における生成AIの活用は、教育に与える正と

負の影響を見極めることが重要」としています。年齢制限、禁止すべき場面などとともに、生
成AI自体を学ぶ授業や活用法も示す方向で検討を進めています。
技術革新は、今後も加速し、VUCA（予測困難な時代）の本格的な到来を予感させます。何が

正しく、何が間違っているのか、自ら最適解を見出せる六小の子を、学校、保護者・地域で「共
育」する時が続いていきそうです。今後とも、よろしくお願いいたします。
※ChatGPT 【Chat Generative Pre-trained Transformer】生成可能な事前学習済み変換器。OpenAI社が昨年11月にリリース
※生成ＡＩ 【Generative AI】ChatGPTなど、学習したデータを基に、文章、音楽、デザインなどを新たに作成する人工知能
※Ｇ７ 【Group of 7】加、仏、独、伊、日、英、米で構成される政府間政治フォーラム。2024年はイタリアで開催
※ＤＸ 【デジタルトランスフォーメーション】デジタル化により社会や生活の形やスタイルが変わること
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